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研究成果の概要（和文）：出産への思い質問票（日本語版Wijma Delivery Expectancy/Experience 
Questionnaire: JW-DEQ）の短縮版を作成し、妊娠各期、出産歴が異なっても使用できる尺度の検討を目的とし
て、Webによる3時点縦断観察調査を実施した。回答が得られた721人を対象に、項目反応理論 (Item Response 
Theory) を用い分析をおこなった。各項目の情報量を算出し、短縮版の項目を選定した。短縮版で測定した出産
恐怖感の関連要因についても解析を実施し、今後成果として公表していく。

研究成果の概要（英文）：A longitudinal, web-based observational survey was conducted to develop a 
brief scale for the Japanese version of the Wijma Delivery Expectancy/Experience Questionnaire 
(JW-DEQ) that could be used at each trimester of pregnancy and by parity. The data of 721 
respondents were analyzed using Item Response Theory. The items with the greatest amount of total 
information were selected. Factors related to fear of childbirth measured in the short version of 
JW-DEQ were also analyzed, and the results will be published in the future.

研究分野： Maternal and Child Health
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
周産期ケアを評価する上でポジティブな出産体験が重要な指標となっており、妊娠中の出産恐怖感が強く影響を
及ぼすことが明らかとなっている。出産恐怖感の測定には、the Wijma Delivery Expectancy/Experience 
Questionnaire (W-DEQ)が研究で広く使用されているが、項目数の多さから、臨床での活用や大規模研究での使
用の難しさが指摘されている。本研究では、短縮版尺度を作成し、関連要因を明らかにすることを目的とした。
短縮版によって、対象者の負担を軽減できるとともに、今後多くの対象と時点で使用でき、妊娠中の出産恐怖感
へのケア構築につながることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

近年、医療的介入によって、妊産婦・新生児死亡率は低下している一方で、母親自身のポジテ

ィブな出産体験が阻害されていることが問題視されており、周産期ケアを評価する上でポジテ

ィブな出産体験が重要な指標となっている。ポジティブな出産体験は育児困難感が軽減し、自身

の母親役割に対して肯定的に受け止められることが明らかとなっており、ネガティブな出産体

験は、産後うつ、PTSD症状、不良な母子関係、母乳育児率の減少との関連が明らかとなってい

る。出産体験には、妊娠中の出産恐怖感が強く影響を及ぼすことが明らかとなっているが、その

ケア方法は確立されていない。 

妊娠中の出産恐怖感、産後の出産体験へのケアを開発するためには、それぞれを適切に評価す

るためのツールが必要である。妊娠期から産後の妊娠・出産に対する思いを測定する最も一般的

な測定方法として、スウェーデンの Klaas Wijmaが開発した自己記入式質問紙 the Wijma Delivery 

Expectancy/Experience Questionnaire (W-DEQ) がある。W-DEQは妊娠中の出産恐怖感を測定する

version Aと産後の出産体験を測定する version Bがあり、様々な言語に翻訳され、日本語版も開

発されており、その信頼性・妥当性が検証されている。W-DEQが研究では多く使用されている

ものの、33 項目という項目数の多さから、臨床での活用や大規模研究での使用の難しさが指摘

されている。 

 

２．研究の目的 

本研究では、対象者に負担が少なく、より簡便に測定できる出産への思い質問票（日本語版

Wijma Delivery Expectancy/Experience Questionnaire: JW-DEQ）の短縮版を作成し、妊娠各期、出産

歴が異なっても使用できる尺度の検討をする。また妊娠各期の出産恐怖感が出産体験、妊娠出産

アウトカムや産後の心理状態にどのような影響を与えているかを明らかにする。妊娠各期の出

産恐怖感に影響を及ぼす個人的要因と心理社会的要因を明らかにすることで、具体的な介入方

法を検討するための知見を得ることを目的とした。 

 

３．研究の方法 

(1) 文献検討および既存データ解析 

W-DEQを使用した国内外の先行研究をレビューし、研究動向と位置づけを整理した。さらに、

既存データの解析を行い、本調査で用いるべき関連要因の検討を行った。 

 

(2) Web調査 

JW-DEQ短縮版の作成を目的とし、2021年 10月～2022年 9月にWebによる 3時点縦断観察

調査（Time 1：妊娠中期、Time 2：妊娠後期、Time3：産後 1か月）を実施した。調査対象はイン

ターネットリサーチ会社のモニターに登録しており、本研究への参加を希望する者とし、除外基

準は 20歳未満、日本語の読み書きが困難な者とした。 

 

(3) 倫理的配慮 

研究参加は任意とし、Web上で全ての参加者から研究の同意を得た。東京大学医学部倫理審査

委員会の承認を得て実施した (No. 2021120N) 。 

 



４．研究成果 

(1) 文献検討および既存データ解析 

既存データの解析では、JW-DEQ で測定した出産恐怖感を抱える女性の中に、健康関連 QOL

の低下がみられる他の女性とは質的に異なるグループの存在を明らかにした。さらにそのグル

ープを特定するための JW-DEQ のカットオフ値を初産婦・経産婦それぞれに設定し、関連要因

を明らかにした。関連要因には、初産婦・経産婦ともに胎児に対する不良なボンディング、抑う

つ症状が重度の出産恐怖感のリスクを高める要因であることが明らかとなった。経産婦ではそ

れらの要因に加え、前回の出産への満足感や、助産ケアに対するより好意的な評価が重度の出産

恐怖感のリスクを下げる要因であることが明らかとなった。 

既存データの解析と文献レビューから、医療者が提供したケアに対する妊婦自身の受け止め

が、出産恐怖や出産体験に関連する重要な変数であると考え、ケアに対する受け止めを測定する

尺度に関して国内外の先行研究のレビューも実施した。 

 

(2) 日本語版妊娠・分娩期ケアの質評価尺度の開発と妥当性検証 

レビューの結果、本邦には妊娠期・分娩期を通してケアの質を評価するための簡便な尺度がな

いことが明らかとなったため、オランダで開発されたケアの質に対する女性の認識を測定する

尺度である Pregnancy and Childbirth Questionnaire (PCQ) の日本語版を開発した。PCQは妊娠期か

ら分娩期のケアを産後 1時点で振り返って評価する。原著者からの許可取得後、翻訳をし、パイ

ロット調査として産後 5 名の女性を対象に認知的インタビュー調査を実施した。インタビュー

内容を研究者がレビューし、原著者による確認を得た後、妥当性検証調査を実施した。妥当性検

証には、Web縦断調査の Time3データを使用し実施した。その結果、十分な妥当性・信頼性を確

認することができた。 

 

(3) JW-DEQ短縮版の作成 

Web 調査で得られたデータを解析した。Time 1 の調査に回答した者は 761 人、さらにその中

で Time 2の調査にも回答した者は 183人 (24.0%) 、Time 3の調査に回答した者は 301 (39.6%) 

であった。複数の項目間の回答の整合性がなかった 40人を除外し、最終的に 721人を解析対象

とした。 

短縮版には項目反応理論 (Item Response Theory; IRT) を用いた。JW-DEQの回答形式に従い、

Samejima (1969) の段階反応モデル (graded response model; GRM) を使用した。IRTの前提条件と

なる一次元性、局所独立性、単調性を各下位尺度で確認をした。各項目の情報量を算出し、短縮

版の項目を選定した。関連要因についても分析を実施し、今後成果を公表していく。 
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